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正解は次回でお知らせします。

  

　　私は郷公園に住んでいます。
　　さて、誰だかわかりますか？

　    

前回の　 答えです！

皆さん、わかりましたでしょうか？

羽の柄に特徴があります。

正解は「コミズムシ」です。

たくさんの方に、お問合わせをいただきました。

ありがとうございました。　　　

ツリガネツツジ

ハンノキ

コブシ

ナツグミ

クロモジ

問い合わせ先
兵庫県立コウノトリの郷公園
  〒668-0814　豊岡市祥雲寺字二ヶ谷１２８番地
　TEL ： ０７９６-２３-５６６６　   
  FAX ： ０７９６-２３-６５３８

　E-mail 　: kounotori@stork.u-hyogo.ac.jp   
  ホームページ : http://www.stork.u-hyogo.ac.jp
　開園時間 : ９：００～１７：００　　
  休園日　 ： 毎週月曜日（休日に当たるときはその翌日）・１２月２８日～１月４日   

２　野外にいるコウノトリの羽数

放鳥コウノトリ
野外繁殖により増えたコウノトリ
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１　飼育コウノトリの羽数

県立コウノトリの郷公園
附属飼育施設コウノトリ保護増殖センター

計
＊山本放鳥拠点にいる個体は、飼育コウノトリとして数えます。

山本放鳥拠点（方法２：H21.9.27着手） 211
985147

301515
663531
計オス メス

コウノトリの羽数 （H22.2.28 現在）

適切な場所から、複数の

個体を一斉に放鳥します

方法１
飛べない状態にした複数の
メスを放鳥拠点で飼育し、
飛翔可能な複数のオスを付
近に放鳥し、繁殖させます

方法４

オスとメスを放鳥拠点で
飼育し、拠点を認知した
ころに自由にさせます

方法３

幼鳥

飛べない状態にしたペア
を放鳥拠点で飼育・繁殖
させ、巣立ちした幼鳥を
自由にさせます

方法２

山本放鳥拠点
H21.9.27 着手

放鳥の方法

第１９回　鶴見カフェ　のお知らせ

◆話題提供者：伊藤　藍　氏（豊岡市コウノトリ共生課）　

◆日　　　時：平成２２年３月２１日（日）　１６：００～１７：３０

◆場　　　所：サンストークアベニュー内 なごみ茶屋（豊岡市中央町３－３７）

◆定　　　員：約２５名（申し込みは不要です。当日、会場にお越しください。）

　　　　　　　※コーヒー等の飲み物・ケーキ代　５００～６００円程度が必要です。
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　２月２６日、豊岡市立田鶴野小学校（野上）

の側に建てられていた人工巣塔が、同地区の保

護増殖センター前電柱の近くに移設されました。

ここは、昨年 J0001 と

J0362 ペア（トップページ

参照）が営巣していた電柱

のすぐ側です。

　今年は、電柱の上ではな

く人工巣塔で繁殖行動をし

てくれるといいですね。

人工巣塔が移設されました（野上）【図－⑤】

図　人工巣塔の位置　　※②は樹形改良型、④は個人所有

　　　　　　　　　　　　その他⑲朝来市山東町三保地区

№ 地区名
① 戸島（としま）
② 来日（くるひ）
③ 赤石（あかいし）
④ 野上（のじょう）
⑤ 野上（のじょう）
⑥ 福田（ふくだ）
⑦ 祥雲寺（しょううんじ）

⑧ 鎌田（かまた）
⑨ 百合地（ゆるじ）
⑩ 河谷（こうだに）
⑪ 香住（かすみ）
⑫ 伊豆（いず）
⑬ 袴狭（はかざ）
⑭ 三木（みつぎ）
⑮ 山本（やまもと）
⑯ 鳥居（とりい）
⑰ 中川（なかがわ）
⑱ 唐川（からかわ）
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今年の産卵　
ことし さんらん

　百合地地区人工巣塔【図－⑨】

　J0275（2000 年生れ、オス）と J0228（1998 年生れ、

メス）のペアの巣に伏せる時間が、２月１１日から

観察時間の５０％以上と長くなりました。その後、

時々立ち上がり卵を均等に温めるためにクチバシで

転がす転卵行動のような様子が見られるようになり、

産卵の可能性が出てきました。そこで、２月２３日

に高所作業車を使用して人工巣塔の巣内を観察した

ところ、６個の卵が確認されました（写真１）。

　なお、このペアは同じ巣塔で、2007 年に１羽、2008 年に２羽、2009 年に１羽のコウノトリ

を巣立たせています。

　戸島地区人工巣塔【図－①】

　J0391（2004 年生れ、オス）と J0294（2001 年生れ、メス）のペアが、２月中旬頃から交代

で巣に伏せる行動を見せるようになりました。２月２１日に市民の情報により、1個の卵が確

認されました。今期初の産卵確認でした。

　なお、このペアも同じ巣塔で 2008 年に３羽、2009 年に２羽のコウノトリを巣立たせています。

写真１　立ち上がり卵を転がす J0275

個　体　番　号 今　月　の　様　子

J0389（2004 年生れ、オス）

J0384（2004 年生れ、メス）
赤石地区人工巣塔【図－③】において、１月下旬からマウンティ

ング（注１）の回数が増えている。

J0001（2006 年生れ、オス）

J0362（2003 年生れ、メス）

今年も一緒に過ごしている。しかし、昨年の繁殖場所になって

いた保護増殖センター前の電柱の架線移設が１２月にあったた

め、まだ営巣をしていない。２月２６日に近くに人工巣塔が移

設された【図－⑤】。（詳しくは最終ページをご覧ください）

【その他の野外のコウノトリの様子】

J0381（2004 年生れ、オス）

J0296（2001 年生れ、メス）

２月１８日に昨年と同じ伊豆地区人工巣塔【図ー⑫】において、

マウンティングが確認された。

J0405（2006 年生れ、オス）

野生個体（2006 年に豊岡に飛来　推定 2005 年生れ、ﾒｽ）

園内の簡易人工巣塔において、２月３日にマウンティングが確

認された。

J0408（2006 年生れ、オス）

J0002（2006 年生れ、メス）

昨年は、日撫地区【図－★】の電柱上に巣材を運んだが撤去さ

れ、産卵まで至らなかった。今年も近くの電柱へ巣材運びをし

ている。２月１０日にマウンティングも確認された。

注１：通常鳥類学では交尾前にオスがメスの背中に乗ること

市内２ヶ所でコウノトリの産卵が確認され、本格的な繁殖時期に入りました。

平成２２年２月２８日現在の様子をお知らせします。

＊それぞれの人工巣塔の場所【　】については、最終ページに記載しています。
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